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第 50 次南極地域観測隊行動実施計画（案） 
 

Ⅰ．はじめに 

 平成 20 年度の第 50 次南極地域観測隊の観測計画は、平成 17 年 11 月の第 127 回南極地域観測統合推

進本部総会で決定された「南極地域観測第Ⅶ期計画」を基本に、その 3 年次の計画として位置付けられ

る。第Ⅶ期計画では、我が国が戦略的に推進している「全球地球観測システム（GEOSS）10 年実施計画」

（平成 17－26 年）を踏まえ、現在ならびに過去の地球システムに南極域が果たす役割と影響の解明を目

指す。また、第 50 次観測期間の平成 21 年 3 月までは、国際的な極域の科学計画である「国際極年（IPY 

2007－2008）」が実施されており、我が国としてもこれに貢献する責務がある。一方で、第 49 次隊での

観測船「しらせ」退役と、第 51 次隊からの新「しらせ」就航の間で、代替船輸送（オーストラリアの「オー

ロラ オーストラリス」）による夏期オペレーションの実施となる。しかし、「オーロラ オーストラリス」

船上での共同観測の他、航空機を利用して南極地域へアプローチして観測する計画、東京海洋大学の「海

鷹丸」による南大洋における共同観測や外国基地における共同観測を計画し、我が国独自の観測船を使

用しないことによる観測事業への影響を極力少なくするよう実施する。 

 第 50 次南極地域観測隊では、第Ⅶ期計画を踏まえ、第 132 回本部総会（平成 20 年 7 月 10 日）におい

て承認された第 50 次南極地域観測実施計画及び設営計画について行動実施計画の検討を行い、その概要

をとりまとめた。 

 

Ⅱ．夏期間の行動実施計画 

１．基本方針 

① 第 130 回本部総会（平成 19 年 6 月 20 日）の決定に従い、第 50 次隊の夏期行動はオーストラリア南

極局の「オーロラ オーストラリス」を活用し、日豪間で代替輸送を含めた共同観測を行うこととする。 
② 「オーロラ オーストラリス」の航海期間は、平成 20 年 12 月 30 日（フリマントル出港）から平成

21 年 2 月 21 日（ホバート入港）とする。内、南極圏（南緯 55 度以南）の行動は、平成 21 年 1 月 5 日か

ら 2 月 17 日までとする。また、昭和基地における行動は、1 月中旬から下旬にかけての約 2 週間を目処

とする。 
③ 隊員の安全を第一に、第１優先を昭和基地越冬成立（越冬に必要な物資輸送と越冬隊員の交代）と

する。輸送は全て「オーロラ オーストラリス」搭載のヘリコプターによる空輸とする。空輸拠点は昭和

基地から 50 マイル圏内とし、昭和基地接岸は想定しない。日本から輸送する物資総量は約 84 トン（内、

約 75 トンは昭和基地への物資）、持ち帰り物資総量は約 15 トンとする。 
④ 船上・昭和基地等における観測及び設営作業は、観測隊長の指揮の下、安全に十分注意し、可能な

限り実施する。 
⑤ セールロンダーネ山地地学調査については、別日程で行動する。同隊については、副隊長（セール

ロンダーネ山地調査）が観測隊長と密接な連絡をとり、その指揮の下に実施する。 
 

２．観測隊派遣計画（往路）の概要 

 第 50 次南極地域観測隊は、越冬隊 28 名、夏隊 18 名、同行者 1 名から構成される。観測隊員は、「オー

ロラ オーストラリス」により昭和基地に向かう隊、航空機によりセールロンダーネ山地に至り地学調査

を実施する隊、の二つの隊に分かれる。 

（１）「オーロラ オーストラリス」により昭和基地へ向かう隊 

 平成 20 年 12 月 25 日、越冬隊 28 名、夏隊 12 名、同行者 1 名の計 41 名は、成田空港よりオーストラ
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リアに向け出発、28 日フリーマントル港で「オーロラ オーストラリス」に乗船する。同港で 11 月中旬

に日本から輸送した物資を「オーロラ オーストラリス」に搭載するとともに、船上観測の準備や現地購

入食料等の積み込みを行う。 

 12 月 30 日、「オーロラ オーストラリス」はフリーマントルを出港、海洋物理・化学、海洋生物等の船

上観測を開始する。東経 110 度線に沿った停船観測の後、航走観測を継続しつつ西航し、昭和基地沖合

いの定着氷縁へ向けて航行する。1 月中旬には、昭和基地から 50 マイル圏内の定着氷縁に達する。 

 

（２）航空機によりセールロンダーネ山地地学調査を実施する隊 

 11 月 16 日、夏隊員 6 名は成田空港を出発、ケープタウン、ノボラザレフスカヤ基地を経て、11 月下

旬にセールロンダーネ山地に到着する。 

 

３．夏期間の行動 

（１）昭和基地方面の輸送及び設営計画 

 1 月中旬、第 1 便とともに夏期作業等の準備に携わる隊員や緊急物資を昭和基地へ空輸する。以降、本

格空輸を開始し、越冬隊員の輸送とともに総計約 75 トン（内、31 トンは越冬食料）の物資輸送を、1 月

下旬を目処に完了させる。また、約 15 トンの持ち帰り物資を「オーロラ オーストラリス」に輸送する。

なお、第 50 次隊では輸送量に大幅な制限を受けることが予想されていたため、第 49 次隊までに備蓄燃

料等の事前輸送を終えている。そのため、今次隊の輸送計画量は、例年の 10 分の 1 以下となっている。 

 空輸と並行して、道路整備など、第 51 次隊より新「しらせ」が就航することに伴う、新たな輸送体制

の導入に備えた最終的な事前準備を実施する。 

 これら夏期設営計画の他、越冬活動を円滑に行うために各部門は第 49 次隊との引継ぎを充分に行う。 

 

（２）昭和基地方面の主な観測計画 

 夏期間には、船上、昭和基地において定常観測及び研究観測を実施する。 

 船上においては、一般プロジェクト研究観測「極域環境変動と生態系変動に関する研究」としてプラ

ンクトンを用いた培養実験が行われる。また、空輸が 1 月 30 日以前に終了し、充分な観測時間が残され

た場合、同課題の浮氷域及び定着氷域におけるプランクトン調査、及びモニタリング研究観測「地殻圏

変動のモニタリング」の海底圧力計の設置を実施する。一方、「オーロラ オーストラリス」とは別のオ

ペレーションとなるが、東京海洋大学「海鷹丸」を用いた南極観測事業国内外共同観測の一環として、

リュツォ・ホルム湾沖合いの開放水面において海洋観測が実施される。観測項目として、重点プロジェ

クト研究観測に関わる硫化ジメチル濃度、二酸化炭素濃度の観測、及び一般プロジェクト研究観測に関

連するプランクトン群集の調査を計画している。 

 昭和基地においては、測地観測として昭和基地 GPS 連続観測点を基準とした GPS 測量による基準点改

測作業を実施する。潮汐観測では西の浦の験潮所において水準測量を行なう。萌芽研究観測「大型大気

レーダーによる極域大気の総合研究」では、迷子沢の既設アンテナの輻射器を改良型に交換する。「地殻

圏変動のモニタリング」では、VLBI 観測に関連した測量を行う。 

 これらの観測は 1 月下旬を目処に終了させる。 

 なお、越冬観測を円滑に行うために各部門は第 49 次隊との引継ぎを充分に行う。 
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（３）セールロンダーネ山地地学調査 

 第 49 次観測に引き続き、一般プロジェクト研究観測「超大陸の成長・分裂機構とマントルの進化過程

の解明」としてセールロンダーネ山地地学調査を実施する。ベースキャンプ設置後、セールロンダーネ

山地全体を特徴づけるポイントをいくつか選び出し、その地点を集中的に精査することによって、セー

ルロンダーネ山地の変動履歴を明らかにすることを目指す。 

 

４．観測隊派遣計画（復路）の概要 

（１）「オーロラ オーストラリス」により帰国する隊 

 1 月 30 日、「オーロラ オーストラリス」は第 49 次越冬隊（29 名）、第 50 次夏隊（12 名）と同行者（1

名）を収容し、昭和基地沖を離れ復路行動を開始する。 

 リュツォ・ホルム湾の氷海離脱後、東航しつつ海洋物理・化学、海洋生物等の航走観測を行う。その

後、東経 150 度線に沿って停船観測を行いながら北上し、2 月中旬に南極圏を離脱する。 

 2 月 21 日、「オーロラ オーストラリス」はオーストラリア・ホバート港へ入港する。入港後、持ち帰

り物資を日本へ輸送する作業を行う。23 日に、観測隊は同船を下船し、帰国のためシドニーへ移動する。

翌 24 日、第 49 次越冬隊と第 50 次夏隊、及び同行者はシドニーから空路帰国する。 

 

（２）航空機により帰国するセールロンダーネ山地地学調査隊 

 セールロンダーネ山地における地学調査は、1 月末を目処に終了させる。2 月初旬に航空機によりセー

ルロンダーネ山地を発ち、ノボラザレフスカヤ基地、ケープタウンを経由して空路帰国する。 

 

Ⅲ．越冬期間の行動実施計画 

１．基本方針 

 第 50 次隊越冬隊は、1 月下旬までに昭和基地の引き継ぎを行い、第 49 次越冬隊と実質的に越冬交代す

る。越冬交代した第 50 次越冬隊は、越冬隊長の指揮の下、昭和基地を中心とした定常観測及び研究観測、

並びに昭和基地を維持する設営業務を実施する。 

 越冬隊長は、隊員の安全を第一に行動することとし、適宜、本部及び国立極地研究所の支援を受ける

こととする。 

 

２．越冬期間の行動 

（１）主な観測計画 

 越冬期間には、昭和基地とその周辺域を中心に、電離層、気象、潮汐の定常観測、宙空圏・気水圏・

地殻圏・生態系変動および地球観測衛星データによる環境変動のモニタリング研究観測を継続すると共

に、重点・一般プロジェクトおよび萌芽研究観測を実施する。 

 重点プロジェクト研究観測は、「極域における宙空－大気－海洋の相互作用からとらえる地球環境シス

テムの研究」の課題のもとに、（１）極域の宙空圏－大気圏結合研究、および（２）極域の大気圏－海洋

圏結合研究、の２つのサブテーマから構成される。サブテーマ（１）として、無人磁力計ネットワーク

観測や HF／MF レーダー観測、オーロラ光学観測、OH 大気光観測、れいめい衛星受信、エアロゾルゾ
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ンデ観測に加え、下部熱圏探査レーダーによる観測を開始し、極域電磁気圏と中層・超高層大気の結合

と変動の包括的な理解を目指す。また、サブテーマ（２）として、温室効果気体やオゾン、エアロゾル、

大気中微量物質の放出・吸収源を含めた循環過程解明のために、酸素濃度連続観測を行う。 

 一般プロジェクト研究観測として、「極域環境下におけるヒトの医学・生理学的研究」にもとづく越冬

生活中の身体的変化調査を行う。萌芽研究観測では「南極昭和基地大型大気レーダー計画」の一環とし

て、アンテナ系の耐環境試験を継続する。 

 モニタリング研究観測では、「宙空圏変動のモニタリング」として地磁気観測、全天カメラ・フォトメー

タによるオーロラ光学観測、リオメータ観測、電磁波動観測、「気水圏変動のモニタリング」として温室

効果気体・エアロゾル・雲の観測、定着氷厚の観測、雪尺網観測、「地殻圏変動のモニタリング」として

超伝導重力計観測、VLBI 観測、DORIS 観測、基地地震観測、IGS 連続観測、地電位観測、潮位観測、「生

態系変動のモニタリング」としてアデリーペンギン等の個体数調査、「地球観測衛星データによる環境変

動のモニタリング」として NOAA／DMSP 衛星受信を継続して実施する。 

 

（２）越冬中の野外観測の概要 

 重点プロジェクト研究観測の一環として、沿岸および内陸における無人磁力計ネットワーク観測を実

施する。その他、モニタリング研究観測として、雪尺網観測、アデリーペンギン等の個体数調査等を野

外観測として実施する。 

 

Ⅳ．昭和基地周辺の環境保護 

 「環境保護に関する南極条約議定書」および「南極地域の環境の保護に関する法律」の規範を遵守し

て行動する。 

① 「南極地域活動計画確認申請書」に基づいた観測活動を行う。 

② 昭和基地においては年間を通じて廃棄物処理を行い、環境保全に努める。 

③ 内陸調査および沿岸調査等から排出する廃棄物は、法律の規定に従った処理と管理を行い、昭和基

地に持ち帰り処理する。 

④ 夏期作業の後半に昭和基地周辺の一斉清掃を行う。 

 

Ⅴ．安全対策 

 第 50 次隊の観測設営計画を実施する上で、基地の運営や基地内外での行動に関する危険予知活動と安

全対策に努める。また、南極での不慮の事故や急病に的確に対応するため、衛星回線を用いて国内医療

機関から医療診断支援を得るための遠隔医療相談を行う。また、別行動となるセールロンダーネ山地地

学調査隊の対策については別途協議し、安全の確保に努める。 

 

Ⅵ．アウトリーチと広報活動 

 南極観測による学術的成果や活動状況を広く社会に発信するため、メディアに対する情報提供に努め

る。特に、TV 会議システムを使った「南極教室」や講演会場への中継などを通じて南極観測のアウトリー

チや広報活動に協力する。この他、「第 5 回中高生南極北極オープンフォーラム」での優れた提案のうち、

実験可能な課題を選定し、昭和基地において実施することとする。 
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